



















































































































































































































































































































































































































1906年 0，311 0，2130，205 0，1940，225 0，2120，185
1916年 0，2060，199 0，2280，269 0，2440，270
1926年 0．03030，2670，295 0，2500，243
1936年 0，3090，317 0，3100，309
1946年 0，3820，2620，260
1956年 0，3980，365
1966年 0，327
1976年
　この値を用いて「1906年と1926年∬1916年と1936年」というように，年のへだたりが岡じ時の
組み合わせを集めてφ（ファイ）の平均値を求めた。
年のへだたり　　10年　　20年　　30年　　40年　　50年　　60年　　70年
φの平均　　　0．319　　0．271　0．260　0．256　0．237　0．241　0．185
　基本的にφの平均値は，年のへだたりがひらくにつれて，わずかずつではあるが値が小さくなっ
ていき，類似度とデータの年のへだたりには関連があると考えられる。
　このφ（ファイ）の平均値から回帰直線の方程式を算出し，その減少傾向を検証した。得られ
た方程式については，係数をt検定にかけて妥当性を検証した。得られた回帰直線の方程式と決
定係数（R2）は以下の通りである。
　　Y＝：一〇．OO17　X　十・0，3216　　R2＝0．8567　　t統計量＝1－5．471
　t統計量は一5．47で，自由度（7－2）＝5，有意水準5％に対応するt分布のパーセント点は2．02
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であるので，t統計量＝　i－5．471＞2．02より，有意水準5％で帰無仮説を棄却する。
　従って，上記の回帰直線の方程式は有意性が認められ，統計的に妥当であることが証明できる。
　回帰直線のデータへの適合度を示す決定係数（R2，0から1の問の値をとる）が「0．86：であっ
て，比較的この方程式は適合度が高いことがわかる。回帰直線のXの係数は「一一〇．OO17iで，：負
の関係を示しており，「中央公論」の標本の年差が小さければφ（ファイ）が示す類似度が高く，
年差がひらくほどわずかずつではあるが類似度が低くなっていくことがわかる。
　このことから「中央公論の8本の標本における「学術漢語Jの出現の仕方は全体的に似たよ
うな傾向があるが，年を経るに従って少しずつ変化していることがわかる。
5．「太陽」（1　901　SC）・郵便報知新聞（1878～1879年）における学術漢語
　さらに「中央公論」よりも前の資料として，国立国語研究所が作成した雑誌「太陽』コーパス
の試用版（2001）（以下「太陽」）や，岡研究所の郵便報知新聞の語彙調査の結果（1959a，1959b）（以
下「郵便報知」）と，「学術漢語」を対照させた。
　「太陽」は雑誌『太陽凶のコーパスの牛馬版で，1901年12冊分の本文テキストを電子化したもの
で（田中牧郎，2000），「学術漢語」と「太陽」を対照させた結果，1，170語が一Slilした。このうち，
521語は「郵便報知」に出現しない語で，「哲学1「主観」「客観」「科学」「心理」など学術用語の
一般化がうかがわれる。
　「郵便報知」は，1877年11月から翌年ユ0月までの1年間の標本調査（抽出比約1／12）で，異なり
語数22，272語，延べ語数87，315語，補充調査異なり語数8，616語（α単位（長単位）。物価欄・広告
欄を除く。助詞・助動詞，人名・地名・数詞を除く）である3。「学術漢語」と「郵便報知」を対照
させた結果，716語が一致した。このうち67語は「太陽には出現していないが，ほとんどの度数
が10以下であることから「太陽」の年代へかけて明らかに急激な消失があったとは考えにくい。
　「太陽」「郵便報知Aの二つの資料に共通に出現する語は，649語ある。これらの語一語一一・．haにつ
いて度数の差が統計的に有意であるかどうか，κ2（カイ甲州）検定（自由度1，有意水準5％）を行
なった。その結果，（1）「郵便報知」と「太陽」の度数には有意差があり，減少傾向にある語は145
語，（2）「郵便報知」と「太陽の度数には有意差があり，増加傾向にある語は73語であった。増
加の幅が大きい（z2統計量の多い）順に上位20語を以下に示す。
。増加傾向にある語　　問題　必要　国民　教育　発達　結果　社会　組織　政治　博士
　　　　　　　　　　時代　世界　勢力　困難　事実　同時　文学　主義　工業　反対
・減少傾向にある語　　裁判　人罠　約定　死亡　三賀　総計　検査　規則　代理　管轄
　　　　　　　　　　模様　説諭　動議　物産　利息　離縁　条例　理財　敬礼　曖昧
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　これらの語の刺こはその資料固有の：事情も含まれている。例えば「太陽」では執筆者の氏名の
下に縛士」がよく見られること，新聞に死亡の記事が載ることなどがある。しかしその一方で
「人民」から「国民］への語の交替や，「問題」「社会」「世界」など現在の雑誌・新聞の語彙統計
で高頻度を示す語が大きく増加していることなど，構造的な変化とでもいえる様子がみられる。
6．結論および今後の課題
　明治初期にy哲学字彙sで採用された「学術漢語」を現代日本語の基本語彙表や雑誌・新聞・
テレビといった現代メディアの語彙調査の結果と対照させた。
　基本語彙表では，レベルによっては7～9％を「学術漢語」が占めている。基本語彙は機会や
教育において中核をなす語であるが，もともとは明治初期に西欧の学問に基づく抽象概念を導入
するために用いられた「学術漢語」の一部が，これまでの約150年の間に，H本語を用いて社会生
活に参加していく上で使用する語彙の基本部分に浸透したことを示していると考えられる。
　現代メディアの語彙では，特に雑誌・新聞・テレビにおいて高い頻度で使絹されている学術漢
語は比較的共通しており，最も高い使用率の階級にはそれほど多くはなく，次のランクの「比較
的高い使粥率の階級」を支えている。また，同じメディアにおいての使用であっても，テレビの
画面と音声といった書き言葉と話し言葉への定着は若干異なっている。『哲学掌彙』で紹介された
学術漢語は，出版当時は抽象性の高い専門胴語として紹介されたが，この調査結果から現代の抽
象概念を表現する語として一般の生活に不可欠な，語彙の中核に存在するものと考えられる。
　また，「学術漢語」の史的変遷を，1906年から1976年までの雑誌『中央公論』の語彙調査の結果
と対照させて分析した。「学術漢語］の出現の仕方は，構造的にはどの年度も非常な偏りがなく比
較的似た分布になっており，どの年も互いに連関性がある。しかしその類似性は均一ではなく，
標本の問の年差が小さければ類似度が高く，年差がひらくにつれわずかずつ類似度が低くなって
いくといえる。
　一方「太陽」と螂便報知」では，螂便報知に使用されていない「学術漢語」が多数「太陽」
にみられた。両者に共通の語の一部には明らかな増加ないしは減少傾向が見られ，「学術漢語」の
変化の時期であったことがうかがわれる。
　これまでの筆者の調査では，和英辞書などの外国語辞書の見出し語に「学術漢語」が採用され
た時期をみると1870年代から急激に増加し，1905年前後にその伸びが鈍化する傾向がみられた（真
受ヨ，　2001）。
　今回の調査結果と考え合わせると「学術漢語」の一般化は明治初期から急激に進み，1900年前
後からその速度が緩やかになり，現在に至った可能性が高い。当時の知識人たちの漢学的知識に
支えられた1900年前後までが「学術漢語」のいわば「試用期」であり，知識層の人々に多種が使
用されたが，その後は使用される語が限定されていく一一方で広く一般に定着し，現代語彙の中核
をなすに至ったのではないかと考えられる。
lll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　語彙の史的研究においては，教育の影響，意味変化や用法の変化など重要な問題が数多くある
が，ここではまず手がかりとして，各種資料に語が使用されているかどうかに着自した。
2　2つの資料の「類似度」を計る季法には使用率を用いた「宮島のC」（宮島，1970）「水谷のD」
　（水谷，1983）などがあるが，ここでは資料の語の単位の違いから使用率をそのまま使えないため，
異なり語数を使ってx2（カイ曲乗）検定で分析した。
3　「郵便報知」の語彙表（国立国語研究所，1959a）のうち，度数10以上の語をおさめたA表には
度数が付されていて，B表（度数9以丁）・C表（補充調査の語）には度数が示されていなかった
が，国立国語研究所の許可を得て『郵便報知語彙カードal　（1959b）を閲覧させていただき，　B表・
　C表に含まれる「学術漢語」についても度数を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付　記
　本稿は，国語学会平成13年度春季大会（神戸大学）の目頭発表に加筆修正したものである。また，
1995年から1997年までの日本学術振興会特男ll研究員制度と文部省科学研究費による研究成果を一一部
含んでいる。国立国語研究所には『郵便報知語彙カード』（独立行政法人圏立国語研究所旧書語変化
研究部第二研究室（旧近代語研究室）所蔵）を閲覧させていただいた。また，国立国語研究所の「太
陽コーパス」試用版である押太陽コーパスVer．0．3（1901本文テキスト）alを使用させていただいた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　　Japanese　vocabulary　underwent　a　great　change，　extending　even　to　basic　items，　as　a
consequence　of　the　production　of　many　words　under　the　influence　of　European　civilization－
al　elemeBts　from　the　end　of　the　Edo　era　to　the　beginning　of　the　Meij　i　era．　This　study　was
undertaken　with　the　aim　of　achieving　a　quantitative　overview　of　historical　changes　in
vocabulary　in　Jap　anese，　in　particular，　the　process　of　popularization　of　Meiji　scholarly　terms
that　appear　in　the　basic　vocabulary　lists　of　present－day　Japanese　or　in　the　vocabulary　of
various　media　（magazines，　newspapers，　television）　from　Meiji　to　the　present．　lt　is　concluded
that　some　Meiji　scholarly　terms　have　deeply　penetrated　into　the　base　of　present－day
Japanese，　as　such　terms　form　part　of　basic　vocabulary　lists　and　of　higher－frequency　ranks
of　vocabulary　lists　of　present－day　media．　lt　is　inferred　that　popularization　of　these　schol－
arly　tetms　in　magazines　occurred　rapidly　early　in　Meiji，　and　that　the　essentials　of
present－day　Japanese　vocabulary　were　being　formed　around　1900．
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